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④資産運用業務 

 13 年 11 月に発表いたしました、三井生命、住友生命、三井住友海上、当行の全面提

携にかかる基本合意に基き、各々の運用子会社である、三井生命グローバルアセットマ

ネジメント、住友ライフ・インベストメント、スミセイグローバル投信、三井住友海上

アセットマネジメント及びさくら投信投資顧問の 5 社は 14 年 12 月に合併し、新たに三

井住友アセットマネジメント株式会社として発足いたしました。 

(2) 経営合理化の進捗状況 

［総経費］ 

14 年 9 月期の総経費（業務純益ベース）は、人員の削減、店舗統合の推進、事務プ

ロセスの簡素化等、諸施策の実施により 3,212 億円と前年同期比 123 億円の削減を実現

いたしました。 

人件費につきましては、従業員給与の 7 年連続ベア凍結のほか、人員の削減を引き続

き実施したことや、13 年度下期に引き続き 14 年度上期賞与ファンドの 10%カットを行

った結果、1,292 億円と前年同期比 109 億円の削減となりました。なお、役員報酬につ

きましては、14 年 1 月に追加カットを実施しております。 

物件費につきましては、1 ヶ所に 2 ヶ店が併存する共同店舗の拡大や拠点集約による

余剰スペースの返還・売却、事務合理化の推進等により、1,754 億円と前年同期比 23

億円の削減を実現いたしました。 

［役職員数］ 

14 年 9 月末の役員数は、14 年 3 月末比 10 名減少の 23 名となりました。なお、14 年

6 月に相談役制度を廃止しております。 

従業員数は、4 月に新卒者 738 名の採用を実施した上で、14 年 3 月末比 377 名減少の

24,650 名となりました。 

［国内店舗・海外拠点数］ 

14 年 9 月末の国内本支店数は、14 年 3 月末比 19 ヶ店減少の 545 ヶ店となりました。

なお、店舗統合効果を早期に実現する観点から、1 ヶ所に 2 ヶ店が併存する共同店舗を
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77 ヶ店(うち 14 年度上期実施分 57 ヶ店)実施しており、これらを勘案いたしますと実

質的な 14 年 9 月末の国内本支店数は 468 ヶ店となります。 

海外支店につきましては、合併初年度に重複店舗の統合を完了しておりますが、一層

の店舗網再編を進めております。具体的には14年5月に台北支店を開設する一方、14年7

月にロスアンゼルス支店を出張所といたしました。この結果、14年9月末の海外支店数

は21ヶ店となりました。 

(3) 不良債権処理の進捗状況 

景気低迷による債務者の業況悪化や担保価値の下落が続く中､14年 9月期の不良債権

処理額は、一般貸倒引当金を含め 2,663 億円となりました。処理額の内容としては､不

良債権の新規発生等の資産劣化に伴う処理に加え、最終処理を促進する上での影響も小

さくありません。 

 なお、貸出金償却、債権売却等のほか、企業の再建・再編等を通じた債権の健全化に

も積極的に取組み、14 年度上期におきましては、破綻懸念先以下の債権について元本

総額で、約 9,500 億円の最終処理を実施しております。 

 また、経済合理性、経営責任の明確化、社会的影響を考慮した上で、3 社、925 億円

の債権放棄を実施いたしました。 

 不良債権問題からの脱却は経営の最重要課題の一つであり、最終処理の一層の促進を

図るほか、引続き不良債権処理に積極的に対応してまいります。 

(4) 国内向け貸出の進捗状況 

［14 年 9 月末の実績等の状況］ 

14 年 9 月末における国内貸出の実績（実勢ベース（インパクトローンを除く））は 14

年 3 月末比 5,495 億円の増加となりました。企業規模別では、大企業および中堅企業向

け貸出は政府機関向け貸出の増加を主因に 2 兆 5,505 億円増加しましたが、個人向け・

中小企業向け貸出は各々602 億円、1 兆 9,408 億円の減少となりました。 

中小企業向け貸出につきましては、今年度の年間増加計画＋700 億円に対し、14 年 9

月末では大幅に下回っておりますが、これは依然厳しい状況にある景気動向を背景に資


